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は じ め に
ＵＣＧ法の普及とともに，その動態的側面，と

りわけ左室動態へのアプローチは，多くの人々に
より種々な方面からなされ，その報告には枚挙の
いとまがない．その中でも僧帽弁前尖ｅｃｈｏは，

比較的記録が容易であり，再？見性に富んでいるの
にもかかわらず，その動態には左室拡張期の急速

流入期という速い時相を含み，かつ弁輪部を含め
た心臓全体の運動が関与すると考えられるのでそ
の動態の把握は，必ずしも容易ではない．第２７回

日本超音波医学会において，われわれは僧帽弁前

尖後退速度（ＤＤＲ）と平均的倍唱弁口血流量（ｍ
ＭＶＦ）との関公紅性について触れたが，今回我々は

左室急速流入期における流量および伸展性（ｄｉｓ-
ｔｅｎｓｉｂｉｊｉｔｙ）とＤＤＲとの関連を中心に検討した

ので報告する．

対 象
Ｔａｂｌｅ１の如く，１３例中男８例，女５例，年

令 ２ ８ 才 か ら ６ ７ 才 ま で を 対 象 と し ， こ の う ち
ｃｉｎｅａｎｇｉ（）ｇｌ‘ａＰｈｉｃＣＡＤ７例，ＮＣＡ４例，うっ血

型心筋症１例，房室ブロック（Ｐ）１例について検
討した．

方 法
術 前 １ 時 間 前 に セ ルシ ン １ ０ ｍ ｇ を 筋 注 し ， 冠

動脈造影を行った．それに先だちＮＩＨフＦある
いは８Ｆカテーテルを用い，７６％ウログラフィン
３０～３５ｍ／で経肺動脈左室造影（ＲＡ０３０゜）を行っ

た．また［Ｆ引剛こカテ先マノメーターをフ例に使用，
他の６例はソーンズ８ＦカテーテルとＳ５ｔａｔｈａｍ
Ｐ２３Ｄｂトランスジューサーを使用し，左室圧を

記録した．そのさい生体二現象を用い，造影中に

信号を入れてタイミングを決定した．アンプは日
本光電製多用途８素子ポリグラフ，記録器はミン
ゴグラフで，ペーパー速度１００ｍｍ／ｓｅｃである．

またイメージはＰｈｙｌｌｉＰｓ５インチ高輝度，高解

像力を用い，安静呼吸停止時，Ｐｈ（錯（）ｓｏｎｉｃｓ３５ミ
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リシネカメラで毎秒４８コマで撮影を行った．
容量および圧の計測
上 記 方 法 で 撮 影 し た フ ィ ル ム を Ｎ Ａ Ｃ 社 製 の

ＭｏｔｉｏｎＡｎａｌｙｓｅｒにかけ，生体二現象に入れた信

号をもとにして，同じ時相について，拡張早期の
Ｏ点と，急速流入期と緩速流入期の変曲点との容

量を求め，その差を ∠ＩＶとした．また二点間の圧
差をｊＰ，時間をｊｔとして，それぞれｅａｒｌｙｊｖ／
ｊｔ，ｅａｒｌｙｊｖ／ｊＰを計算した．さらに拡張終期容

量（ＥＤＶ），収縮終期容量（ＥＳＶ），一回拍出量（Ｓ
Ｖ）を求め，ＥＳＶよりＥＤＶまでの時間をＳＶよ

り除し，平均僧帽弁口血流量（ｍＭＶＦ）とした．
一方，容量の計測はＳａｎｄｌｅｒ＆Ｄｏｄｇｅらの方法

により，ＲＡＯ一方向におけるａｒｅａ-ｌｅｎｇｔｈｍｅｔｈｏｄ

に従って算出した．拡大率は，石膏による約１０
ｍ／間隔１０個のファンドームを，台より１２ｃｍ～
１８ｃｍまでｌｃｍ間隔に置き，各高さにおける回

帰補正式を作成し，それに基づいて求めた．
ＵＣＧの記録および計測

左室造影の直前あるいは直後に，ＡｌｏｋａＳＳＤ
９０のポリグラフ（２．２５ＭＨｚ，１３ｍｍ径の平面探

触子）を用い，第３～第５肋間，胸骨左縁～鎖骨
中央線の範囲でビームを投入し，僧帽弁前尖エコ
ーが連続的かつ最大に記録される所を求めた．記

録はｓｔｒｉＰｃｈａｒｔｌ‘（・（：ｏｒｄｅｒにより，ペーパー速
度５０ｍｍ／ｓｅｃで記録し，Ｆｏ点を認める場合は
ＥＦｏｓｌｏＰｅ，またＦｏ点を認めない場合はＥＦ

ｓｌｏＰｅを僧帽弁後退速度（ＤＤＲ）とした．またＣ

点とＥ点の高さの差をＥ-ａｍＰｌｉｔｕｄｅとして計測
した．

結 果 お よ び 考 案
Ｆｉｇｕｒｅ１に示すよ引こ，ＤＤＲと拡張早期流

量（ａｒｌｙｊｖ／ｊｔ）とは，カテ先マノメーター使用
群（黒丸）ではｒ-０．６１，Ｓｏｎｅｓ８Ｆカテーテルも

含めた全体の群では（カッコ内）ｒ-０．５７と比較
的良い相関を認め，さらにＦｉｇｕｒｅ２に示すよう
に，ＤＤＲと平均僧帽弁口血流量（ｍＭＶＦ）にお
いても，カテ先マノメーター使用群でｒ-０．８５，

拡張期僧帽弁後退速度と僧帽弁血流

Ｆｉｇｕｒｅｌ．ＲｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎＤＤＲ

（ｌｉａｓｔｏｌｉｃｎｏｗ（∠ＩＶ／ｊｔ）．

Ｆｉｇｕｒｅ２．ＲｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎＤＤＲ
ｍｉｔｒａｌｖａｌｖｅｎｏｗ（ＭＶＦ）．

Ｅａｒｌｙａｙ４ｔ
（ｍｌ・ｓｅｃ）

ａｎｄ ｅａｒｌｙ

３００ｍ-ＭＶＦ

（ｍｌ／ｓｅｃ）

ａ ｎ ｄ ｍ ｅ ａ ｎ

全体の群でｒ-０．６１と良い相関を認め，ＤＤＲと

僧帽弁血流との関係が示唆された．一方，Ｆｉｇｕｒｅ
３に示すように，ＤＤＲとｍＭＶＦに対するｅａｒｌｙ
ＪＶリｔの比（左図），およびＤＤＲと一回拍出量

（ＳＶ）に対する拡張早期の容量（ｊｖ）の比（右図）
をとって見ると，いずれもばらっきが多く，一定
の傾向を示さなかった．

次にＤＤＲと拡張早期の伸展性の指標（１ｉｓｔｅｎｓ-
ｉｂｉほｙｉｎｄｅｘ，すなわちｅａｒｌｙｊｖリＰとを比較して

みると，全体にばらっき，とくにｅａｒｌｙｊｖ／ｊＰが
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１０ｍ／／ｍｍＨｇ以下の群で七ＤＤＲは５２から
１１８ｍｍ／ｓｅｃまで広く分布していた（Ｆｉｇｕｒｅ４）．

このうちＤＤＲが１００ｍｍ／ｓｅｃ以上の２例はと

もに拡張終期容量が大きく，拡張早期および平均
拡張期の流量も大であった．一方，Ｅ-ａｍＰｌｉｔｕｄｅ
については（Ｆｉｇｕｒｅ５），ｅａｒｌｙ∠ｊｖ／∠ｌｔ，ｅａｒｌｙｊｖ／∠ＩＰ
ともに，カテ先マノメーター使用群ではむしろ逆

相関の傾向にあり，全体の群ではｒ＝-０．２２，ｒ＝
-０．２７と，いずれも相関は認められず，広くばら

ついた．次にｅａｒｌｙＪＶ／∠ＩＰに対するｅａｒｌｙＪＶリｔ，

ＤＤＲｔｏＭｉｔｒａｌｖａｌｖｅＦｌｏｗＤＤＲＳｔｒｏｋｅｖｏｌｕｍｅ
ｒ ｍ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ ） （ ｍ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ ）

Ｅ ａ ｒ ｌ ｙ ＆ Ｖ Ｉ Ｓ Ｖ
ａｖａｔ加ＭＶＦ

Ｆｉｇｕｒｅ３．ＲｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎＤＤＲａｎｄｒａｔｉｏｏｆ
ｅａｒｌｙｄｉａｓｔｏｌｉｃｆｌｏｗｔｏｍｉｔｒａｌｖａｌｖｅｎｏｗ（１ｅｆｔ）ａｎｄ

ｒａｔｉｏｏｆｅａｒｌｙｄｉａｓｔｏｌｉｃｖｏｌｕｍｅｔｏｓｔｒｏｋｅｖｏｌｕｍｅ

（ｒｉｇｈｔ）．

ＤＤＲ（ｍｍｓｅ（）
１５０

１００

５０

¶○ ２０ ３０ Ｅ３「ｌｙ＆ｘｒ３（ｍｌｍｍＨ９）

Ｆｉｇｕｒｅ４．ＲｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎＤＤＲａｎｄｅａｒｌｙｄｉａ-
ｓｔｏｌｉｃｄｉｓｔｅｎｓｉｂｉｌｉｔｙｕｖ／ＪＰ）．

およびｍＭＶＦに対するｅａｒｌｙｊｖリｔの比を見る

と，まずｅａｒｌｙＪＶリｔとはＴｉｐ群でｒ-０．４２，全
体の群ではｒ-０．６１で，粗ではあるが相関の傾向
を示した（Ｆｉｇｕｒｅ６）．さらにｅａｒｌｙｊｖ／ふ／ｍＭＶＦ
との関係では，カテ先マノメークー群ではｒ＝０．８１，
全体の群ではｒ-０，７８と，非常に良い相関を示し

（Ｆｉｇｕｒｅ６右），拡張早期の（１汝ｅｎｓｉｂｉｌｉｔｙの良い

Ｅ-ａｍｐ・ ５２叫．

賢 だ

ｒ＝-ｏ、６５

（「＝-０．２７」

●ｂｙ
ｂ゙ｙ

-

Ｅａｒｌｙｊ

Ｔｉｐ
Ｓｏｎｅｓ

（ｍｌ，ｘｍｍＨ９）

Ｆｉｇｕｒｅ５．ＲｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎＥ-ａｍｐｌｉｔｕｄｅｏｆｔｈｅ

ａｎｔｅｒｉｏｒｍｉｔｒａｌｌｅａｎｅｔａｎｄｅａｒｌｙｄｉａｓｔｏｌｉｃｎｏｗ

μＶ／∠ｌｔ）（ｌｅｆｔ）ａｎｄｅａｒｌｙｄｉａｓｔｏｌｉｃｄｉｓｔｅｎｓｉｂｉｌｉｔｙ
μＶ／ｊｌ゙ μΓｉｇｈｔ）．

ＥａｒｌｙムＶ４ｐ Ｅａｒｌｙａｖ’＆Ｊ３

ＴｉＰ
Ｓｏｎｅｓ

ｍＭＶＦ

Ｆｉｇｕｒｅ６．Ｒｅｌａｔｉｏｎｂｅｔｗｅｅｎｅａｒｌｙｄｉａｓｔｏｌｉｃｄｉｓ-

ｔｅｎｓｉｂｉｌｉｔｙ（ｊｖ／ｊＰ）ａｎｄｅａｒｌｙｄｉａｓｔｏｌｉｃｆｌｏｗ

μＶ／ｚｌｔ）（１ｅｆｔ）ａｎｄｒａｔｉｏｏｆｅａｒｌｙｊｖ／ｊｔｔｏｎｌｅａｎ
ｎｌｉｔｒａｌｖａｌｖｅｎｏｗ（ｌｎＭＶＦ）（ｒｉｇｈｔ）．
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ものは，拡張期全体の平均的流量に対する急速流
入期の流量の比率が大であった．すなわち，同じ
ような容量の心臓であれば良好な伸展性のもとで
は，流量そのものが増大すると考えられる．
ＤＤＲは僧帽弁前尖の動きと心全体の動き（と

くに僧帽弁輪部の動き）との複合体としての動態
であり，弁輪部後退速度とおよそ平行するという

報告もあるが，１）一方，流量計によるＰｈａｓｉｃなｎｏｘｖ
と僧帽弁前尖運動とは酷似し，僧帽弁口血流量と
の関連性を示唆するという報告が，最近見られる

ようになった．２）また，血流によって生ずるｖｅｎ-
ｔｕｒｉ様効果，ｒｅｃｏｉｌなど，流体力学的な機序につ

いてもいろいろな憶測がなされているのが現状で

ある．３）今回，我々は複雑な心運動の複合体では

あるが，ＤＤＲという比較的容易に，かつ再現性
良く記録されるパラメーターが，拡張早期急速流
入期の平均的な流量や，拡張期全体の平均的流量，
あるいは拡張早期の圧・容積関係と，どのような

関係があるかという観点に立って検討した結果，
流量そのものがＤＤＲに良く関連しており，また
拡張早期のｊｖリＰの高いものは，拡張期全体に
対する急速流入期の流量を高める傾向にある，と
いう結果を得た．しかしながら，ｃｉｎｅａｎｇｉｏｇｒａＰｈｙ
による容量の計測には，拡大率の問題，面積スケ

ッチの段階での誤差，計算式の妥当性など，種々
の問題点を含んでおり，また一方，急速流入期に

は能動的拡張の関与も考えられるのでｊ）ｄｉｓｔｅｎ-
ｓｉｂｉｌｉｔｙという言葉の使用は厳密には適当でない

と思うが，今回はあえて使用した．今後これらの

問題を含めて，さらに疾患別の検討も加えていく

所存である．

拡張期僧帽弁後退速度と僧帽弁血流
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